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　 In　recent 　years，　the　compa 【ative 　studies 　of 　the　Engd 　 cocfncient 　and 　fヒ届 mcpenditur ¢ bave

b  ome 　the　impending　subjects 　such 　as　trade 皿iberalization　of　farm　products　bctwecn　America

and 　Japan．　However ，　the　figures　of　these　studies 　arc 　no 【 adequate 　enough 沁 analyze 　the　imcr曹

nadonal 　comparisons ．　 Then 　 we 　 established 　 more 　reatistic 皿 ethOdology 　abOut 　the　Ibod　cxpendi −

ture　ratios 　ba記 d 　on 　thc　f註mily 　income　and 　cxpen 曲 ure 　survey 　as 　follcyws．

　 （1）　 Defining　thc　standard 　of 　classification 　that　iS　related 　to　the　income　and 　expenditurc 　itじ ms ．

　〔2）　Prcsenting　the　index　adjusting 　ATncrican　and 　Japanese　consumption 　expen （liture　items．

　From 　lhe　above 　 statemen 重s　 we 　indicaに the 　 reVised 　Engel　coe 田cient 　 l
，
　 and 　the　revised 　Engel

coeMcicnt 　2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Rcceived　March 　9
，
1989｝

KCywords 　： fOod　 cxPcnditure 　 ratios 　食料費率，　 Engni　 c   Hicient　エ ン ゲ ル 係数，
　 thc 　ratio 　 of

direct　 taxation 　直接税金 率，　living　 expenditure
、 生計費支出，　 ratio 　 ef 　 surplus 　 household

expenditure 　家計余剰率 ，
　 pattern　of 　fdod　expenditure 　食料費支出パ ターソ ．

　 1． 緒　　霧

　近年，農産物の 自由化問題 とあい ま っ て ，日本の 食料

品価格の 割高感が指摘され，そ の こ とが 日本の 食料費率

を 高 め て い る と の 論議 が な され て い る．こ うした 論議に

は ， 日米 の エ ソ ゲ ル 係数が しば しば と りあげられ て い る．

「個人消費に 占め る食料費の 比重 が，米国の 14Ae台 に 対

して 23％ と倍近 く高 い 」原因 は 国内の 価格支持制度 に

あ り，それを撤廃し市場を開放すれば 「食料品 へ の 支出

が 且世帯当た り年間 12万円節減 され，全体 で は 4 兆 6

千億〜4 兆 7千 億 円 もの 節約効果が あ る．こ れが 他の 消

費 に まわ る とすれば，実質 GNP を 且％強押 し上げ る 計

算 に な る．貿易収支の 改善 に も寄 与す る」
1｝

とい っ た 論

議の 根拠 と もされ る こ とが多い ，

　 また，さ きの 米 大 統 領選 中 に 行 わ れ た 副大 統 領候 補の

テ レ ビ討論 （1988年 10 月 5 日） で も，日米 の エ γ ゲ ル

係数を 比 較 して 論議 され た 、

　 こ の よ うな 両 国 の エ ン ゲ ル 係数の 差 に 対 して，個別食

料品 の 単純な内外価格差が そ の ま ま反映 され た とする 見

か た もある．

　 しか し，
こ れ らの 論点の 根拠 とし て 使わ れ て い る エ ソ

ゲ ル 係数や 食料費比較の 数値を み る と，粗雑な扱い がな

され て い る も の が 少 な くな い ．各 国 の 統計数値を同 じ土

台 で 比 較す る に は ， 統計作成上 の 概念の 相違や 食生 活 ・

食文化 の 相違，お よび そ れ ら に影響を及ぼす自然 ， 経済，

文化な どの 相違を考慮 し，調整 した うえで 検討 されね ば

な らな い で あろ う．それ に もか か わ らず ， 実捺に エ ン ゲ
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ル 係数とい う比較的単純な統計指徽 こつ い て さえも，国

際比 較可能な 形 で 十分検討され た分析結果 は ほ とん ど見

あた らない ．

　 こ うした 状況下 に お い て，安易な エ ソ ゲ ル 係数の 国際

比較 に 対 し て 警鐘を鳴らす こ とに と ど ま らず ， 家政学の

立場か ら こ れ ら の 議論を よ り明確で精緻 な もの とす るた

め の 研究がな され る ぺ きで あ ろ う，わ れわ れは ，まず研

究 の 源泉とな る 日本お よび 米国 の家計調査に つ い て 解明

お よ び検討を加 え，そ の うえで 日米 の 食料費率の 比較に

お け る方法を 策定 し， 新た な 視点か ら分析を試み た．第

置報 で は ， 可 能な 限 り条件の 整理を行い ， 異国間の 家計

調査 を用 い た食料費率比 較を 妥当なもの に す る た め の 方

法論を 考究 し，あ わ せ て 生 活 の 比 較 に も資す る 重要な指

標も作成 した．

　 2． 方　　法

　 （r）前提条件

　 1）　 そ の 1

　 エ ン ゲ ル 係数算出の 根拠 と．な っ た エ ン ゲ ル の 法則は ，

『ベ ル ギ ー労働者家族 の 生 活費』（1895年，
Ernst　Engel）

の な か で ，次 の よ う に 示 さ れ て い る．「家族が 貧 し け れ

ば貧しい だ け， 総支出中 の い よ い よ大 きな部分を飲食物

の 調達の た め に充当 しな けれ ばな らぬ とい うこ と，そ し

て さ らに 同 じ事情 の もとに あ っ て は，栄養の た め の 支出

の 度合が一
般 に 人 口 の物質 的状態 の 的 確 な 尺度 で あ

る」
2》．そ もそ も エ ン ゲ ル は 「総支出」 に 占め る 食費 の 割

合 を計算 し て い る ．とこ ろ が，総務庁家計調査 の 指標 で

ある エ vv ル 係数 は ， 「消費支出」 に 占め る食料 費 の 割

合 と して 計算 さ れ て い る．そ こ で 本論文 で は ，
エ ン ゲ ル

係数算定 に お け る分 母 の 問 題 の 検討を と りあ げ る。

　2） そ の 2

　わ れ わ れ が食料費率 の 比較に さ い し ， 留意すべ きこ と

は ， 家計調査の 祖ともい うべ きエ ン ゲ ル 自身， 収入以外

の 諸要因を 「他の すぺ て の 事情が同様に 同 じで あ っ た な

らば」
2，

とい う前 提 条件 を 明示 して い る 点 で あ る．国際

比較で は各国の 家計調査 の 背景が 大き く異な っ て い るか

ら，
エ γ ゲ ル 係数 の 数値 の 意味す る もの が 異な っ て くる．

と こ ろ が ， 往 々 に し て エ ソ ゲ ル 係数 が その ま ま 使用 され，

不 用意 に 国際比較が 行b れて い る こ とに警鐘を 鳴 ら し，

よ り科学的な議論の も とに な るデ ータ を提供す るた め に，

本研究で は，可能な限 り条件 の 整理 を行い ，あ え て家計

調査 に基 づ く食料費率の 国際比 較を 可能 ｝こ L よ うと した ．

した が っ て ， 比 較す る 国 の 間 に お け る 条件 の 等質性 の 検

討を 柱 の 一つ に 据えた．また ， 日本と比較を行 う対象国

2

を ， 議論の 集中 し て い る米国 に 定め ， ソ
ー

ス とな る家計

調査そ の もの に 光を当て なが ら，比較分析を行っ た．

　 （2）資　 料

　 1）　米国 の 家計調査

　米国 の 基礎統計 は，労働統計局の 「Consumer 　Expend −

iture　Survey」 で ある．こ の 調査 は，10年ご とに 行わ れ

て い た が
，
1979年螢半 よ り毎 年調 査 さ れ る よ うに な っ

た，その さい の 新し い 特徴 は，  農村部をは ず して都市

世帯の み を対象と した （た だ し，1984年 は 両地 域 調査 さ

れ た が，報告書 は，都市部集計だ け で ある）点，  サ ン

プル 規模が こ れ まで の 半分 （約 5，000世帯） に な り，誤

差 が 増大 した 点 ，   ひ と り暮らしの 学生 を 調査対象 に 加

え た た め ， 「24歳以下 の ひ と り暮 ら し」 の 消費単位 グ ル

ープで は ，そ の 影響 が大きくな る点，  自動的 に 「夫」

と定義 され て い た 消費単位 の rhead」に 代 わ っ て ，住宅

所有者， ない しは rhouseholder（世帯保持者）」 また は

「reference 　person （照会人）」 とい う表現が用 い られ る よ

うに な り た 点 が あ げられ る．

　次に，今回 用 い た 1960〜1984年調査 の 概要を述 ぺ る．

　 2） 調査方法

　米 国の 消費者支出調査 は，お の お の 独自の 調査票と漂

本をもつ 異な っ た 2 種の 調査か ら構成 され て い る．一つ

は ，各標本消費単位 が，5回 の 連続 した ‘半期 （3 カ 月）

ご とに 面接員に 情報を挺供す る 「面接調査」（lnterview

Survey）， もう
一

つ は ， 各標本消費単位が記入 す る 2 週

間連続 した 「日計調査」 （Diary 　Survcy） で あ る．

　米国の 消費者支出調査 で は，期間は 日本 に くらべ 短 い

もの の ， 家計簿方式 と面接方式が併用 され て い る こ とが

特徴 とい え よ う．

　3）　日本 の 家計調査 との 比較

　両国とも， サ ソ ブル は 全国 （都市部）の 種 々 な階層区

分を 含み， 1国 （都市）の 全世帯を代表す る よ う設計さ

れて い る．しか し，実際 に は調査方法の違い か ら，さま

ざまな 差異が生 じて い る と考え られ る．一
例 として ，米

国の 場合 は 開始時 と 3 カ月 ご とに 計 6 回 の 面接調査で支

出総額の 95 ％ がカ パ ーさ れ，家計簿 は 食料費や 日用品

な どに 限 られ，そ の 記帳期間 も2 週間と短 い．こ の た め ，

面接調査の 対象世帯なら， 読み 書 き能力が非常 に 低 くと

も調査が可能で あ る．ま た ， 日計調査 の 対象世帯 で も，

家計簿を 記帳 し続 ける 資質に 恵ま れ て い な くと も調査は

ある 程度可能 に なる．た だ し， 経済的に 最下層階級 の 黒

人や ス ペ イ ン 系の 人A な どが，どの 程度 こ の 調査 で フ ォ

卩 一され うるか に つ い て は 問題があ る，これ に対し， 日

本 は，6 カ月 間 毎 日家計簿を記帳す る こ とが で きる条件
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表 L 家計収支項目分嬢 に 関す る 日米比較

日 本 の 「家計調査」 に お け る 項 目 分類 米国の 「lntCrvicw　Survcy」に お け る 項 目分 類

収 入 実 　 収 　 入 勤 め 先 収 入 世 帯 主 収 入 Money 　incomc　bdbr ¢ 呶 闘

妻 の 叡入 1．Wag ¢ 3　and 阻 1a幡

他 の 世 帯 員 の 収 入 2．　Sdf」emp 且oyment 　income

事 業 ・内職 収 入 事 業
3．　S  ial　S  u 面り厂，　priv飢 e　and 　gover  en 鑑　reU 【℃

雷
　 ment

内職
生 lntcr  駐，　dividend5，　ren 胞 l　inc・ mc ，　other 　property

そ の 他 の 実収 入 財 産 収 入
i血 oome

社 会 保 障給 付
5．Unemployment 　and 　worker

’
s　comp ¢ n5adon ，　veler ・

　 an
〒
s　bene丘ts

仕 送 り金 6」 Public　 a3sbtance ，　 supPlomental 　 s  urity 五ncome
，

受贈 金 鯤 s頃 mp5

7．　Reguiar　contributbns 　fbr　supPort

＆ Other藍ncomc

実収 入 以 外 貯 蓄 引出 性 Add ¢ 虱da率
：　Other　moncy 　r  eipts

の 収 入 借 入 金

支出 実　支　出 消費支出 消費支出計 T 伽 lexpenditures

1．食料 1．Food

2．住 居 2．　！Ucoholic　bcvera巳c5

3．光 熱 ・水 道 3．Housing − Property　taxes零

4．家 具 ・家 事 用品 唾．　Appard 　and 　services

5．被胆 及 び 履物 5．Tnn5portadon − vehicle 　insu『ance

6，保 健 医 療 6，　Hea1【h　care − heahh 　insurance

7．交通通 信 7．£ 皿tertainment

8．教育 8．Pef50nal　care

9．教 養娯楽 9．Reading

1α　そ の 他 の 消費 支 1α Educat｛on

出 （雑費） 11．Tobacco 　and 　smo 蚯ng 　supplie5

12．MisceUaneou5

13．　Ca5h 　 contribution5

14．　Per駅）nal 　in5urance　and 　pen5ion5皐

一Li侮 and 　odler 　per叡 mal 　i脚 ranc ♂

Ret重remen らpcn3ions，　S  ia苴S  urity
隼

15，Addenda 率
： G馳 of 　good3　and 　5erv 三ces

非 消 費支 出 所 得 税 P 邯 onal 　taxes − Fed ¢ ra1 血 come 　taxcs

そ の 他の 税 Statc　and 　locahncome　 taxe5

社会保障 費 0 山er 　taxe5

実 支 出 以 外 貯 薯 性 貯 金
の 支 出

保険掛け 金

有 価 証 券
・財 産 購入

僧金返済 土 地家屋 借 金返済 Addenda雛
： Mortgage　p由 cipal 　paid　on 　owped 　prqperty

月賦 ・掛買 い 費

窄
お よ び 下線部 ： 日本 と米 国 と で 分 類上 顕著 な 違い が 認 め られ た 項 目

を そ な えた 世帯 で ある こ とが 前提 とな り，

ン ブ リ ソ グの 歪 み は 否め な い ，

こ の 点で の サ 　　　また，両 国 と も若 干 の 定義 の 違 い は あ る が ， 農林漁家

　　　　　　　 が ほ ぼ除 か れ て い る点 で対象世帯の 対応 （比 較 可能性）
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衷 2．消費支出費目に 関す る対応項日
一

覧

項 目 米国 「lnterview　Survey」項 目 日 本 「家計調査」 項目　（用途分類）

1．家 庭 内 食 料費

2．外 食 費

3．酒 類 費

Food 　at 　home

Food 　away   m 　home

A 璽coho 且ic　bcvcrages

食 料 一（主 食 的調 理 食 品 ＋ 酒 類 十 外 食）

主 食的 調 理 食 品 十 外 食

酒 類

4．持 家維 持 費

5．借家家賃 ・地代

Maintenance ，　repa   ，　insurance十 Houschold　oper ・
　 ationsRented

　dwellingU＋ Other 　bdg 三 

設備 修繕
・
維持 ＋ 家 事 サ

ー
ビ ス

家賃 ・地代

6．ガ ス 代

7．電 気代

8．他の 光熱費

9．水 道 代

Natura量gas
Elec吐ricity

Fuel　 oi聴and 　 other 血 els

Wat ¢ r　and 　othcr 　public　services

ガ ス 代

電気代

他 の 光熱

水 道 料

10．家 具 ・家 事 用 品費 　　House 　furnishingu　and 　equipmcnt 家 具 ・家 事 用 晶一家 事 サ
ービ ス

ll．被服 費

12．履 物 費

13．そ の 他 の 被 服費

Men 　 and 　boy5 十 Women 　 and 　girls十 Gh 皿dren
　 under 　2

Footwear

Other　apParel 　products　and 　services

被服 お よ び 履 物一
（生地 ・糸 類 ＋ 他 の

　被服 ＋ 履 物 類 ＋ 被 服 関 連 サ ービ ス ）

履 物 類

生地 ・糸類＋ 他 の 被服 ＋ 被服 関連 サ ー
ビ ス 十 身 の 回 り用 品

14．自動 車購 入費

15．自動 車維持費

16．交通 費

17．通 信 費

Cars　and 　truckS
，
　new ＋ Cars　 and 　truckS

，
　 used ＋

　 Othcr　vChic 且e5

Gasoline　and 　rnotor 　eil 十 Malntenance　and 　rcpa  

　 十 Vehlde 　rental ，且icenses，　other 　charges

Public　transportation

Telephonc

自動車 ＋ 自転車

自動 車 等維持
一

（（品 ）自動車保険料／
　12）
交通

（品 ）電話 電 報料／12

18．保健 医療 費 Medica 且 services 十 Prescription　 drugs
，
　 medica 置

　supplies

保健 医療

19．教 養娯 楽 サービ ス 費

20．教養 娯楽酎 久財 費

21．他 の 教 餐娯 楽 費

Fees　and 　 adrriissions

Te！evision ，　radios，　sound 　cquipmcnt

Other　equipment　and 　serv ｛ces

他 の 教 養 娯楽サ
ービ ス

教 養 娯楽用 耐久 財

自転車 十 教養 娯楽 用 品
一

（（品）文 房
　具／12）

22．理 美 容 費 Pc   1　care 理 美容 サ ービ ス 十理 美容 用 品

23．書籍等費

24．教 育 費

ReadingEduca

廿on

書籍
・他 の 印 刷 物

教育 十 （（品 ）文 房具／12）

25．た ば こ 代

26．交際費

Tobacco 　and 　smoking 　supplies

GiftS　ofgoods 　and 　scrVices

た ば こ

交際費

27．土 地家屋返済金 Mortgage　principal　paid　on 　ewned 　propert）r 土地家屋借金返済

28．そ の 他 Miscellancous 雑 費

は 高い ．単身者世帯 に関して は，日本で は除か れ て い る　　 の 概念調整を整理 した結果を表 1 に ，消費支出全般の 各

の に 対 し，米国で は含 まれて い る点に 注意が必 要 で ある。　 費 目rcつ い て 対応調整 した 結果を表 2 に ， 食料消費支出

　（3）収 入 ・支出費目全般 お よ び消費支出費目に か か b 　　の 各費 目に つ い て 対応 させ 整理 し た結果 を表3 に 示 した．

　　　る対応調整

　収入 ・支出全般rcか か わ る分類基準rcつ い て ， 支出の

分類区分の 比較検討を 行い ， 日米 対応を 可 能 とす るた め

　4　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 （574 ）
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表 3．食料消費支出費目に関する対応項目
一覧 　　　 3． 毒

項 ・
米 国 「D

譜
玳 y」

瀚黥
！．穀 物 製 品 　　Cereals　and 　cereal

（パ ン 類 除 く）　 pr・duetS
米類
め ん 類

穀 粉 ・そ の 他

2・パ ン 製品 　　Bakcry　prOdUCtS 　

　

子

　

　

菓
ト

一

　
ラ

　
生

ッ

カ

　
テ

キ

洋
ケ

ッ

ン

ス

一
の

ス

ラ

パ

カ

ケ

他

ビ

ク

3．牛　肉 Beef 牛 肉

4．豚 　 肉 Perk
豚肉
’、ム

5．そ の 他 の 肉 　Other　meatS 　

肉
ジ

・
　

肉

　

鮮
一
ン

詰
工

　

生

セ

コ

缶

加

肉

の
一
一
の

の

鯨

他
ソ

ベ

肉
他

6．鳥　肉 PeUltry
鶏 肉

7．魚介類 Fish　and 　seafbod 生 鮮魚 介

塩 干 魚 介
鳥 肉練 製品

他 の 魚 介加 工

　 品

8．卵 Eggs 身卩

9．牛 乳 ・　　 Fresh　milk 　and 　cream

　 ク リーム 一11

　

ク

　

ス

乳
イ

ム

牛
ア

10．乳製品 Other　dairy　prOducts　乳製品

11．生 鮮果物　　Fresh　fruitS 生 鮮 果物

12．生鮮野 菜　　Fresh　vcgetables 生 鮮 野 菜

13．果 物 加 工 品 　 Processed　fruits 果 物加 工 品

14．野 菜加工 品　Processed　vegctab 且es 　

　

海

草

品
・

品

海
工

菜

工

・
加

野

加

物
豆
の

草

乾
大
他

15．糖 類 ・　　 Sugar 　 and 　 other

　　甘 菓 子 類　　　sweetS
白砂 糖

他 の 砂 糖
ジ ヤ ム

よ うか ん

ま ん じ ゆ う

他 の 和 菓 予
キ ヤ ラ メ ル

あ め

甘 納 豆

か りん と う
チ ョ コ レ ート

　　　　　　 察

　　（1）可処分所得と消費支出

　 1） 可 処分所得

　　日本 の 所得税と地方税 ， 固定資産税 を 除 くその 他の 税

と米国 の Personal　taxes が 対応 し て い る．また ， 社会保
障費の 内容 が異な っ て い る た め ，非消費支出部分を 同 内

容 で 調整す る こ とがで きなる．すなわ ち， 米国 に は ，日

本 の 可処分所得に 該当す る所得概念が ない こ とに な る．

そ こ で ， 日米間の 比較を可能とする た め の 近似概念 とし

て．税引所得を 考える こ とに した．税引所得を算出す る

計算式は ，

　　 日本 ： 税引所得（J）＝ 可 処分所 得 ＋ 社 会保障費 （健

　　　　　 康保険 ・年金）

で あ り， 米国で は ，固定資産税が ， 消費支出 の 住居費 に

含 まれ て い る た め，Income 　aftcr 　taxcs か らこ の 固定資

産税 を差 し引い て 税引所得を算出 した．よ っ て

　　米国 ： 税引所得（A ）＝lncome 　after　taxes − P 「oPe 「ty

　 　 　 　 　 taxes

と な る，

　 2） 消費支出

　「家計調査」 に お け る 「消費支出」 は 「い わゆ る生活

費」 と規定 され，こ れ は 財や サ ービ ス に と もな うすべ て

の 支出 と考 え られる ．

　消費支出 に 該当する米 国 の そ れ は，「Tota】 expendi ・

turcs」（以後， い ち お う 「消費支出」 と名付け る）で あ

る．そ の うち，住居費に は 固定資産税が含ま れ，交通費，
医療費に は そ れ ぞ れ 掛 け 捨 て の 保険 掛 金 が 含 ま れ て い る ．

また 社会保障費も消費支出 の 範 ち ゅ うに 含め ら れ て い る．

米国 の 場合 ，
い ち お う 「消費支出」 と 名付 け た rtotal

expenditures 」 に は ，日本 の 「消費支出」 と 「非 消 費 支

出」 の
一

部 とな る社会 保障関連の 費用 が 含まれ て い る．
そ の 点 で は，米国 の 消費支出，す な わ ちrTotal　expendi −

tures 」 の ほ うが よ り広 い 消費支出概念とい える．

　さて ，わ れ わ れ と して は ，エ ン ゲ ル の 「総生活費」 に

16．油 　脂 FatS　and 　oik 油 脂
マ ヨ ネーズ

ド レ ツ シ ン グ
17．飲 　料 Non ・alcoholic

　beverages
飲料

置8．外 　 食

19．酒 　 類

F ・・d　aw ・y　f・・ m 　h ・ me 主 食的 調 理 食
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 品

　　　　　　　　　　 外 食
Alcoholic　beverages　　酒 類

近 づ け，か つ ，生活 の 感覚に 近づ け る か た ち で ，消 費支

出 の 概念を 調 整 して い くこ と と した．

　つ ま り，非消費支出 と され る社会 保障関連支出 を消費

支出 に 含 め る．さ らに，実支出以 外の 支 出 の な か で も

「保険掛金」 は リス ク に 対す る保障の た め の 支出 であり，

定期的な 支払 い とな る．した が っ て ， こ の 項 目も消費支
出 に 含め て い る．ま た，土地家屋借金返済金が実支出以

外の 支出に 分類され る た め ， 家計黒字と して カ ウ ン 1さ

れ て い る点 も，消費支 出 の 住居費 に 分 類す る 概念を 採 用

した．
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　以上 ， わ れわ れは ， こ こ で 考えた 消費支出を 「生 計費

支出」 と名づ け， 以下 の よ うに し て 算出 した．

　また，日本で は交際費は，消費支出の 「その 他の 消費

支出 （雑費）」 に 含まれ る が，米国 で は 「補足」扱い と

な り消費支出 に 含 まれ て い ない ．しか し ， 交際費は 消費

支出に 入 る と考え，そ の 点も合わ せ て 調整した．

　　日本 ： 生計費支出 （J）＝ 消費支出 ＋ 社会 保陣費 ＋ 保

　　　　　険掛金 ＋ 土 地家屋返済金 ＋ 月賦払

　　米国 ：生計費支出（A ）＝Total　expenditurcs ＋ Mort・

　　　　　9agc　principal　paid 　o 皿　owned 　prePerty十

　　　　　Gifts　of 　goods　and 　scrvices ）− Property　taxes

　（2） 2 種の エ ソ ゲ ル 係数に つ い て

　食料費は ， 日米家計調査の なか か ら得られ る，食料消

費支出 に あ た る 「家庭内食料費」 と 「外食費」 と 「酒頬

費」 とを 合計 した値と した ．

　総務庁家計調査の 指標 と して の ＝ ン ゲ ル 係数は ， 食料

費の 消費支出に 占め る割合で あ るが，わ れ わ れは分母を

それぞれ凋整 させ た消費支出と した た め，分母 を生計費

支出とした もの を 「修正 エ ン ゲ ル 係数 1」 とし，分母を

税引所得と した もの を 「修正エ ン ゲ ル 係敬 2」とした．

日本 ： 修正 エ ン ゲ ル 係数 ！（1）

　　　　　　　　　　　 胃食料費／生計費支出（J）

　　　修正 エ ン ゲル 係数 2 （J）

　　　　　　　　　　　 ＝ 食料費／税引所得（J）

米国 ： 修正 エ ソ ゲ ル 係数 1（A ）

　　　　　　　　　　　 ＝ 食料費／生計費支出（A ）

　　　修正 エ ン ゲ ル 係数 2 （A ）

　　　　　　　　　　　 ＝食料費／税引所得（A ）

　4． 結　　語

　本報で は ， 日米 の 食料費率を解明す るた め の 比較方法

を検討した．そ の さい ，食料費率算出の た め の 共通概念

として ， 生計費支出， 税引所得を提示し，それをもとに

修正 エ ソ ゲ ル 係 数 且，修正 エ ン ゲル 係数 2 を示 した．

　　　　　　　　引　用　文 隊

D 三 菱銀行： 調査 特報，第 8 号， 三 菱銀行 （19B7）
2） エ ン ゲ ル ，E ・： ペ ル ギ ー

労働 者家 族の 生 活費 （森戸

　 辰男訳），栗 田 出版会，53 （1968）
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